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（構成比率） （構成比率）

【利益増加要因】
プロジェクト管理向上

　による原価低減
開発管理体制強化　

　及び販売力向上の為
　人件費が販管費に
　シフト

【費用増加要因】
会計制度変更
開発センター等

　部署新設及び強化
販売力向上の為

　　　　　　　　　人員増
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業種別トピックス業種別トピックス
２．トピックス

銀行・証券
（前中間期比＋12.4％）

Ｓｉｅｒ経由の都銀向け案件に対し、
組織を整備し対応

業務知識を活かし、新規の大手証券案件を
中心に拡大

保険
（前中間期比 ＋0.2％）

公共
（前中間期比＋0.4％）

流通
（前中間期比△5.9％）

クレジット
（前中間期比△24.8％）
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継続した大型案件を計画通り受注

Ｓｉｅｒ経由の鉄道及び電力向けの案件に参入

採算性及び今後の案件拡大見込みを吟味し
受注

Ｓｉｅｒ経由の大型案件がピークアウト
既存エンド・ユーザー案件の獲得に注力
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２．トピックス

　【エンド・ユーザー：前中間期比　【エンド・ユーザー：前中間期比+11.6+11.6％、構成比率％、構成比率3030％】％】

保険向けの案件の計画的拡大

証券情報配信企業の新規開発案件への参入

クレジット向け案件の不正利用防止システム関連の拡大

流通向けの長期大型案件が拡大

　【Ｓｉｅｒ：前中間期比△　【Ｓｉｅｒ：前中間期比△6.16.1％、構成比率％、構成比率7070％】％】

主力の金融業界向けのでは、10.8％増
・都銀向け案件の拡大
・新規の大手証券向けへ領域を拡大

クレジット向けの大型案件がピークアウト

鉄道及び電力向け案件に参入



受注の状況受注の状況
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－
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※中間：創立３０周年記念配当１０円含む
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３．通期業績予想
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３．通期業績予想

銀行・証券
（構成比 36％）

Ｓｉｅｒ経由の都銀案件、証券代行業務を中心に
増加見込む

新規顧客及び案件が拡大

保険
（構成比 29％）

公共
（構成比 ９％）

流通
（構成比 10％）

クレジット
（構成比 ９％）

生保の個人保険業務を軸に
Ｓｉｅｒ経由の損保及びエンド・ユーザーとの取引拡大

航空系のエンド・ユーザーとの取引は横這い、
鉄道及び電力向けの案件参入で業務領域拡大図る

Ｓｉｅｒ経由の大手スーパー案件がベース
エンド・ユーザーの大型案件がピークアウト

長期大型案件の縮小、エンド・ユーザーの受注拡大
新規案件への参入



４．優先課題への取組み４．優先課題への取組み
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《上期実施事項》

経営管理室の独立
☆ プロジェクト管理の強化

上級ＳＥ育成プログラムの遂行

☆人材の育成

開発センターを新設
　・新卒者へのＪａｖａ、.Ｎｅｔ等の導入教育実施

　・実践的技術者の育成

事業部門の再編

開発支援本部による営業支援強化

☆受注の拡大



優先課題優先課題
４．優先課題への取組み
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②人材の育成
実践的技術者の育成

事業基盤の明確化及び確立
⇒優位性のある業務・技術を

　　　　更にブラッシュ・アップし、
　　　　横展開及び新規顧客開拓

①強みを活かした受注の拡大

③開発体制の確保
パートナー推進室による連携の強化

プロジェクト・リーダー層の育成に注力

開発センターの有効活用



優先課題優先課題
４．優先課題への取組み
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⑤新規事業の開拓

時代の変化に対応したビジネス展開

経営資産（業務・技術・顧客）を活かした
新規事業

ビジネス開発室の新設

④プロジェクト管理の強化
受注前のリスク分析及び見積精査

受注後の品質・コスト・進捗管理の徹底



優先課題優先課題
４．優先課題への取組み
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金融業界等の優良企業

⑤新規事業の開拓

現在のビジネス

受注 開発・納品

当社の事業資産

　　☆業務力
　　☆技術力
　　☆ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力

新規ビジネス

　【ｿﾘｭｰｼｮﾝ・ｺｱ】

　　☆ｾｷｭﾘﾃｨ（生体認証）

　　☆ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽ
　　☆ｺﾝﾃﾝﾂ配信

+

カスタマイズ

事業資産活用

☆業務力
☆技術力
☆ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力

＝

ソリューション提案



本資料には､株式会社ハイマックスの将来の業績見通しが

記載されております｡

こうした記述は将来の業績を保証するものではなく､

経営環境をはじめ､さまざまな外部的要因の影響等により

変化し得ることをご承知おき下さい｡
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こうした記述は将来の業績を保証するものではなく､

経営環境をはじめ､さまざまな外部的要因の影響等により
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